
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向に延びるフレーム、前記フレームの前部に位置する運転キャビン 記フレー
ムの

後輪を有した車両と、
　前記フレームの左右側面における前記前輪および後輪の間の空間の少なくとも一方の空
間内に前記運転キャビンの後端から前後方向に延びて装着される燃料タンク等の機器類と
、
　前記フレーム上に旋回自在に取り付けられ、ブームの端部が起伏動可能に枢結された旋
回台とを有して構成される作業用車両であって、
　前記旋回台が前記運転キャビンよりも後側の左右中央部に取り付けられ、前記ブームが
倒伏状態で前後方向に延びて格納され ており、
　 記運転キャビンの直後の前記旋回台の左右側部 前記機器類の上方に位置して

設けられた左右一対の前ジャッキ移動手段と、
　前記左右一対の前ジャッキ移動手段のそれぞれに

全縮状態から下方に伸長可能に構成された前ジャッキとを有して構成され、
　前記ジャッキ移動手段により、全縮状態にある前記前ジャッキが、前記車両左右方向に
おける前記車両の左右内側であって前記機器類の上方に位置する前ジャッキ格納位置と、
前記機器類よりも前記車両左右方向の左右外側に位置し、前記起立状態となって下方に伸
長して接地可能な前ジャッキ張出位置との間を移動可能に構成されて
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、前
前部における前記運転キャビンの下方の左右両端部に配設された一対の前輪および前

記フレームの後部における左右両端部に配設された一対の

るように構成され
前 における

前記フレームに
上下に延びる起立状態で取り付けられ

、

おり、



　

　

　

【請求項２】
　下方伸縮自在な後ジャッキと、
　前記フレームの前記後輪の近傍に取り付けられるとともに前記後ジャッキを前記車両左
右方向に移動可能な後ジャッキ移動手段とを有して構成され、
　前記後ジャッキ移動手段が、前記フレームに固設された後側支持部と、前記後側支持部
に枢結されて水平に回動可能な後側水平アームとからなり、前記後側水平アームの先端に
前記後ジャッキが取り付けられており、
　前記後側水平アームの水平回動により前記後ジャッキが前記車両左右方向における前記
車両の左右内側に位置する後ジャッキ格納位置と前記車両の左右外側に位置する後ジャッ
キ張出位置との間を移動するように構成されており、
　前記後ジャッキ張出位置は平面視において前記後側水平アームの回動中心位置よりも前
記車両前後方向の後方側に位置することを特徴とする に記載の作業用車両。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、作業用車両に関し、更に詳細には、車体を持ち上げ支持するジャッキを有した
作業用車両に関する。
【０００２】
【従来の技術】
高所作業を行なう高所作業車には、前後方向に延びるシャシフレームの前部に配設された
運転キャビンと、運転キャビンよりも車両後方側のシャシフレーム上に配設されたサブフ
レームと、先端に作業台を有しサブフレーム上に旋回動、伸縮動及び起伏動可能に取り付
けられたブームと、ブームの作動により車両に作用する転倒方向のモーメントの増加によ
り車両が転倒する虞を防止するため、サブフレームの前後の左右両側部に取り付けられて
車両を持ち上げ支持するアウトリガジャッキとを有して構成されているものがある。
【０００３】
この高所作業車の運転キャビンの下部に延びるシャシフレームには左右方向に配置された
一対の前輪が回転可能に取り付けられ、車両後部側のシャシフレームには左右方向に配置
された一対の後輪が回転駆動可能に取り付けられている。前輪及び後輪間のシャシフレー
ムの左右方向における左側の側面にはバッテリと軽油を貯留する燃料タンクが前後方向に
並んで取り付けられている。また、運転キャビンの左側後端とバッテリ間には間隙が形成
されており、この間隙内に車両左前側のアウトリガジャッキが配置されてサブフレームに
取り付けられている。また、運転キャビンの右後端とサブフレームの前端間には間隙が形
成されており、この間隙内に車両右前側のアウトリガジャッキが配置されてサブフレーム
に取り付けられている。また、後輪よりも車両後方側のサブフレームの左右両端部に車両
後側のアウトリガジャッキが取り付けられている。
【０００４】
ここで、アウトリガジャッキは、車両左右方向に配設されて車両左右方向に突出入可能に
構成されされたアウトリガビームと、アウトリガビームの先端部に上下方向に伸縮動可能
に構成されたジャッキとを有して構成されている。
【０００５】
また、車両の大きさが小さい小型の高所作業車では、アウトリガジャッキによる車両の支
持をより安定化させるため、車両の前側に配設されたアウトリガジャッキの張出位置はこ

10

20

30

40

50

(2) JP 3982790 B2 2007.9.26

前記前ジャッキ移動手段が、前記フレームの左右側部に取り付けられた前側支持部と、
前記前側支持部に枢結されて水平に回動可能な前側水平アームとからなり、前記前側水平
アームの先端に前記前ジャッキが前記起立状態で取り付けられており、

前記前側水平アームの水平回動により前記前ジャッキが前記前ジャッキ格納位置と前記
前ジャッキ張出位置との間を移動するように構成されており、

前記前ジャッキ張出位置は平面視において前記前側水平アームの回動中心位置よりも前
記車両前後方向の前方側に位置することを特徴とする作業用車両。

請求項１



の格納位置よりも車両の前側とし、且つ車両の後側に配設されたウトリガジャッキの張出
位置はこの格納位置よりも車両の後側となるようなアウトリガジャッキが使用されている
。このアウトリガジャッキは、シャシフレームから上方へ突出する突出部の下部に枢結さ
れて左右方向に揺動自在なリンク部材と、上端が突出部の上部に枢結されて下方へ延びて
左右方向に揺動自在であり、中間部がリンク部材の先端部に枢結されたジャッキと、リン
ク部材とシャシフレーム間に枢結された張出シリンダとを有して構成している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、車両の燃料として軽油の代わりに圧縮天然ガス（ Compressed Natural Gas
）を使用する場合、車両の走行距離を軽油と同じ走行距離にするためには軽油用の燃料タ
ンクよりもその容積を大きくしなければならならない。その結果、前輪と後輪間のシャシ
フレームに取り付けられる燃料タンクの車両前後方向の長さが長くなり、車両前側のアウ
トリガジャッキを取り付ける場所が無くなってしまう。そこで、圧縮天然ガス用の燃料タ
ンクの大きさを小さくすればアウトリガジャッキが取り付けられる場所を確保することが
できるが、車両の走行距離が短くなって車両の商品価値を低下させる。
【０００７】
また、車両前側のアウトリガジャッキを取り付ける場所を確保するため、圧縮天然ガス用
の燃料タンクの取り付け位置を他の場所に移設させる提案が出されたが、圧縮天然ガス用
の燃料タンクは高圧ガスが内部に充填されているのでその取り扱いは高圧ガスを取り扱う
特別の資格を有した者だけしか行なうことができないという問題があり、さらに移設にと
もなうシャシフレームの改造を大きくする。
【０００８】
また、小型の高所作業車に搭載されたリンク式のアウトリガジャッキはジャッキが張り出
されると、その先端は車両外側へ移動するとともに下方へ伸長動し、ジャッキの先端が地
面に当接すると地面上を車両外側へずれながら移動することになる。その結果、車両が揺
れ、大きな音が発生し、地面を損傷させる虞があるという問題が生じる。
【０００９】
本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、前後タイヤ間に装着された天然
ガス用の燃料タンクの大きさを小さくせず、且つ移設を不要としてシャシを改造せずに車
両前側にアウトリガジャッキを取り付けることができ、また、ジャッキが張り出されても
ジャッキの下端が地面に対してずれながら移動することのない作業用車両を提供すること
を目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するために本発明の作業用車両は、前後方向に延びるフレーム（例えば
、実施形態におけるシャシフレーム５）、フレームの前部に位置する運転キャビン、フレ
ームの

後輪を有した車両（例えば、実施形態
におけるトラック車両３）と、フレームの左右側面における前輪および後輪の間の空間の
少なくとも一方の空間内に運転キャビンの後端から前後方向に延びて装着される燃料タン
ク等の機器類（例えば、実施形態における燃料ガスタンク１５、バッテリＢ）と、フレー
ム上に旋回自在に取り付けられ、ブームの端部が起伏動可能に枢結された旋回台とを有し
て構成される作業用車両（例えば、実施形態における高所作業車１）であって、旋回台が
運転キャビンよりも後側の左右中央部に取り付けられ、ブームが倒伏状態で前後方向に延
びて格納され ており、 転キャビンの直後の旋回台の左右側部
機器類の上方に位置して 設けられた前ジャッキ移動手段（例えば、実施形態に
おけるリンク部材等５０、移動手段７０，８０，９０、アウトリガジャッキ９６）と、前
ジャッキ移動手段に 全縮状態から下方に伸長可能
に構成された前ジャッキ（例えば、実施形態における第１ジャッキ４７）とを有して構成
され、ジャッキ移動手段により、全縮状態にある前ジャッキを、車両左右方向における車
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前部における運転キャビンの下方の左右両端部に配設された一対の前輪およびフレ
ームの後部における左右両端部に配設された一対の

るように構成され 運 における
フレームに

上下に延びる起立状態で取り付けられ、



両の左右内側であって機器類の上方に位置する前ジャッキ格納位置と、機器類よりも車両
左右方向の左右外側に位置して起立状態となって下方に伸長して接地可能な前ジャッキ張
出位置との間を移動可能に構成している。上記構成の作業用車両によれば、前ジャッキは
、前ジャッキ移動手段により全縮状態において前ジャッキ格納位置と前ジャッキ張出位置
との間を移動する構成となっており、この移動中に機器類等と干渉する虞はない。また、
前ジャッキが前ジャッキ格納位置において機器類よりも上方に位置するため、機器類を大
型にして運転キャビンの後端に近付けて配置しても、これに関わらず前ジャッキを運転キ
ャビン直後の車両前側に取り付けることができるようになり、前後のジャッキの間隔を大
きくして車両を安定して支持することができるとともに、航続距離を確保して商品価値の
低下を防止することがで 。また、前ジャッキが前ジャッキ張出位置において起立状態
となるため、接地時に前ジャッキに作用する接地反力の方向が地面と垂直な成分のみとな
り、前ジャッキが地面上を水平方向にずれることがなく、接地時における車両の揺れと地
面の損傷とを防止することができる。さらに、左右一対の前ジャッキ移動手段を旋回台の
左右側部に配置する構成になっているため、前ジャッキ移動手段の左右間を利用して旋回
台を運転キャビンの後端に近付けて配置することができ、ブームの格納スペースを前後方
向に大きく確保することができる。なお、前ジャッキを機器類よりも上方に位置させる構
成であると、接地に必要な前ジャッキの伸長量が大きくなり、作業中に起立状態で車両を
支持する前ジャッキが上方に大型化し、ブームが倒伏状態で旋回したときにこの前ジャッ
キと干渉する虞が高くなる 上記構成によれば、前ジャッキがブームの旋回中心の左右
側部に取り付けられるため、ブームが倒伏状態であっても前ジャッキと干渉せずに旋回可
能な範囲を大きく確保することができ、作業効率の低下を防止することができる。
【００１１】
　 上記構成の作業用車両において、前ジャッキ移動手段（例えば、実施形態にお
けるリンク部材等５０）が、フレームの左右側部に取り付けられた前側支持部（例えば、
図３に示される支持部４１）と、前側支持部に枢結されて水平に回動可能な前側水平アー
ム（例えば、図３に示される水平アーム４３）とからなるようにし、前側水平アームの先
端に前ジャッキを起立状態で取り付け、前側水平アームの水平回動により前ジャッキが前
ジャッキ格納位置と前ジャッキ張出位置との間を移動するように構成し、前ジャッキ張出
位置は平面視において回動中心位置よりも車両前後方向の前方側に位置するようにして

前ジャッキ格納位置にある前ジャッキが、前ジャッキ移動手段の作
動により、起立状態に維持されたままで前側水平アームの回動中心位置よりも前側の前ジ
ャッキ張出位置に旋回移動するため、前ジャッキの下端は平面視において回動中心位置よ
りも車両の前側に接地する。この結果、前ジャッキ張出位置が車両前後方向において回動
中心位置と同位置にある車両と比較して、車両の前側に取り付けられた前ジャッキの接地
位置と車両の後側に取り付けられた後ジャッキの接地位置との距離を大きくすることがで
き、車両の前後方向の安定支持をより増加させることができる。
【００１５】
　

上記構成の作業用車両によ
れば、 ジャッキを から下方へ伸長動させて車両を支持させる際に、

の下端は平面視において後側水平アームの回動中心位置よりも車両の後側に接
地する。この結果、 張出位置が において の回動
中心位置と にある車両と比較して、 の接地位置と の接地位置
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きる

が、

さらに、

い
る。この構成により、

また、上記構成の作業用車両において、下方伸縮自在な後ジャッキ（例えば、実施形態
における第２ジャッキ６１）と、フレームの後輪の近傍に取り付けられるとともに後ジャ
ッキを車両左右方向に移動可能な後ジャッキ移動手段とをさらに備え、後ジャッキ移動手
段が、フレームに固設された後側支持部と、後側支持部に枢結されて水平に回動可能な後
側水平アームとからなり、後側水平アームの先端に後ジャッキが取り付けられており、後
側水平アームの水平回動により後ジャッキが車両左右方向における車両の左右内側に位置
する後ジャッキ格納位置と車両の左右外側に位置する後ジャッキ張出位置との間を移動す
るように構成し、後ジャッキ張出位置が平面視において後側水平アームの回動中心位置よ
りも車両前後方向の後方側に位置するように構成してもよい。

後 後ジャッキ張出位置
後ジャッキ

後ジャッキの 車両前後方向 後側水平アーム
同位置 前ジャッキ 後ジャッキ



との距離をより大きくすることができ、車両の前後方向の安定支持をより増加させること
ができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好ましい実施の形態を図１から図６に基づいて説明する。本実施の形態は
、走行可能な車両に先端部に作業台を備えたブームを有してなる高所作業車の態様を示す
。
【００１７】
図１に示す高所作業車１は図２に示すトラック車両３をベースに構成されている。トラッ
ク車両３は、図２に示すように、前後方向に延びるシャシフレーム５の前後の左右両端部
に一対の前輪７及び後輪９を配設して走行可能であり、シャシフレーム５の前部に運転キ
ャビン１１を有して構成されている。後輪９は駆動輪であり、運転キャビン１１の下方の
シャシフレーム５に取り付けられたエンジンＥにドライブシャフト１３を介して回転駆動
可能に構成されている。前輪７と後輪９間のシャシフレーム５の左右両側壁には圧縮天然
ガスを充填した一対の燃料ガスタンク１５、１６が取り付けられている。燃料ガスタンク
１５、１６は円柱状で車両の前後方向に延び、燃料ガスタンク１５、１６の先端部は運転
キャビン１１の後端よりも車両後側に所定の間隙を有した位置に配設され、その後端部は
後輪９よりも車両前側に所定の間隙を有した位置に配設されている。燃料ガスタンク１５
、１６の外側にはこれを覆うカバー１７が着脱可能に取り付けられている。車両左側の燃
料ガスタンク１５を覆うカバー１７は運転キャビン１１の後端近傍まで延びている。
【００１８】
車両左側（図２（ａ）紙面の下側）の燃料ガスタンク１５の前端部にはエンジンＥに連通
した燃料ホースＨが接続されている。車両右側の燃料ガスタンク１６の前端部と運転キャ
ビン１１間の間隙にはバッテリＢが配置されてシャシフレーム５に取り付けられている。
【００１９】
運転キャビン１１よりも車両後方側のシャシフレーム５上には、図１（ｂ）に示すように
、サブフレーム１９が取り付けられている。サブフレーム１９の車両前側の中央部には旋
回モータ（図示せず）により駆動されて水平旋回可能に構成された旋回台２１が配設され
ている。この旋回台２１に基端部が枢結されて伸縮動可能に構成されたブーム２３が取り
付けられており、このブーム２３は起伏シリンダ２５により起伏動されるように構成され
ている。ブーム２３の先端部にはブー２３ムの起伏角度に拘わらず水平状態に保持される
作業台２７が取り付けられている。燃料タンク１５、１６の各上方のサブフレーム１９上
には車両前後方向に延びた工具箱２９、３０が取り付けられている。
【００２０】
工具箱２９、３０の各前端と運転キャビン１１の後端との間であり、且つバッテリＢの上
方及び燃料ガスタンク１５の上方には格納状態にある前ジャッキ４０が配設されている。
尚、前ジャッキ４０が車両に格納されている状態において、前ジャッキ４０は車両の左右
方向の内側にある。前ジャッキ４０は、図３に示すように、サブフレーム１９の前側側部
に取り付けられて車両の左右方向外側へ延びる支持部４１と、支持部４１の先端部に回動
可能に枢結されたジャッキポスト４３と、ジャッキポスト４３に接続されて水平方向に延
びる水平アーム４５と、水平アーム４５の先端部に接続されて上下方向に延びる第１ジャ
ッキ４７とを有して構成されている。ジャッキポスト４３にはこれを回動させて水平アー
ム４５を介して第１ジャッキ４７を旋回動させるジャッキ旋回モータ４９が接続されてい
る。尚、ジャッキポスト４３、水平アーム４５及びジャッキ旋回モータ４９をまとめて、
以下、リンク部材等５０と記す。リンク部材等５０はジャッキ旋回モータ４９を有せずに
水平アーム４５を手動で旋回動させるようにしてもよい。
【００２１】
第１ジャッキ４７は、上下方向に延びて平面視方形状のアウターポスト４７ａと、アウタ
ーポスト４７ａ内を上下方向に伸縮動自在に構成された平面視方形状のインナーポスト４
７ｂと、インナーポスト４７ｂの下端部に枢結されて水平方向に延びる板状のパッドベー
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ス４７ｃと、アウターポスト４７ａに対してインナーポスト４７ｂを伸縮動させるジャッ
キシリンダ（図示せず）とを有して構成されている。パッドベース４７ｃはその中心軸線
がインナーポスト４７ｂの中心軸線と略同軸線上に配設されている。
【００２２】
支持部４１は上下方向に所定の間隙を有して対向配置された一対の支持部材５１を有して
なり、支持部材５１の先端部であってジャッキポスト４３の回動中心Ｐ１よりも内側には
車両後方側へ開口する矩形状の切り欠き部５３が形成されている。切り欠き部５３は左右
方向に延びる左右切片部５３ａと左右切片部５３ａの内側端部に繋がって車両後方側へ延
びる前後切片部５３ｂとを有し、左右切片部５３ａと前後切片部５３ｂに囲まれる領域（
以下、この領域を「格納領域Ｋ」と記す。）に第１ジャッキ４７が収容されるように構成
されている。尚、第１ジャッキ４７が格納領域Ｋに収容されている場合、第１ジャッキ４
７は全縮の状態にあり、パッドベース４７ｃはバッテリＢの上方位置及び燃料ガスタンク
１５の上方位置にある。以下、第１ジャッキ４７が格納領域Ｋに収容されているときの平
面視における第１ジャッキ４７の位置を前ジャッキ４０の「格納位置」と記す。
【００２３】
前ジャッキ４０の格納位置において、アウターポスト４７ａの中心軸線の位置はジャッキ
ポスト４３の回動中心Ｐ１を通る回動中心軸線の位置よりも車両後方側に距離Ｘだけずれ
た位置にある。尚、燃料タンク１５及びバッテリＢの上方に前ジャッキ４０が配設されて
いるので、第１ジャッキ４７は全縮状態でなければ格納位置から車両外側の張出位置及び
張出位置から格納位置に移動することができず、また張出位置において第１ジャッキ４７
は下方への伸長動が許容されるように構成されている。ここで、張出位置は第１ジャッキ
４７が車両外側に旋回動したときにアウターポスト４７ａの中心軸線の位置がジャッキポ
スト４３の回動中心を通る回動中心軸線の位置よりも車両前側に距離Ｘだけずれた位置を
いう。
【００２４】
図１（ｂ）に示すように、後輪９よりも車両後方側のサブフレーム１９の左右両側部には
後ジャッキ６０が取り付けられている。後ジャッキ６０は、車両左右方向に配設されて車
両左右方向に突出入可能に構成されされたアウトリガビーム（図示せず）と、アウトリガ
ビームの先端部に上下方向に伸縮動可能に構成された第２ジャッキ６１とを有して構成さ
れている。第２ジャッキ６１の下端部にはパッドベース６１ａが枢結されている。サブフ
レーム１９の後端部には前ジャッキ４０及び後ジャッキ６０の駆動を操作するジャッキ操
作装置６３が取り付けられており、このジャッキ操作装置６３の操作レバー６３ａの操作
に応じて図示しないジャッキ制御装置が前ジャッキ４０及び後ジャッキ６０の作動を制御
するように構成されている。
【００２５】
次に、本発明の高所作業車１の作動に関して、前ジャッキ４０及び後ジャッキ６０を張り
出して車両を持ち上げ支持させるジャッキ張出作業について説明する。尚、ジャッキ張出
作業が行なわれる場合、前ジャッキ４０及び後ジャッキ６０は車両内に格納され、ブーム
２３はサブフレーム１９上に格納された状態で高所作業車１が作業現場に移動されている
ものとする。
【００２６】
高所作業車１が作業現場に到着すると、図示しない作業者が車両の後方側へ移動してブー
ム操作装置６３の操作レバー６３ａを操作する。作業者が操作レバー６３ａを操作すると
、図３に示すように、図示しないジャッキ制御装置を介して前ジャッキ４０のジャッキ旋
回モータ４９が作動し、水平アーム４５がジャッキポスト４３を旋回中心として車両外側
へ回動して第１ジャッキ４７が格納領域Ｋから張出位置まで移動する。尚、第１ジャッキ
４７は全縮状態にあるので、第１ジャッキ４７の下端部がバッテリＢや燃料ガスタンク１
５に接触することはない。また、張出位置はジャッキポスト４３の回動中心を通る回動中
心軸線の位置よりも車両前側に距離Ｘだけずれた位置にあるので、第１ジャッキ４７はジ
ャッキポスト４３よりも車両前側に張り出されることになる。
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【００２７】
前ジャッキ４０が張出位置にくると、作業者（図示せず）が図１（ｂ）に示すブーム操作
装置６３の操作レバー６３ａを操作して第１ジャッキ４７のジャッキシリンダ（図示せず
）を伸長動させ、アウターポスト４７ａに対してインナーポスト４７ｂが下方へ伸長動し
てパッドベース４７ｃが地面Ｊに当接する。そして、インナーポスト４７ｂが更に下方へ
所定長まで伸長動すると、前ジャッキ４０により車両の前側が持ち上げ支持され、前輪７
が地面Ｊから浮上した状態となる。ここで、インナーポスト４７ｂはアウターポスト４７
ａに対して垂直下方へ伸長動し、パッドベース４７ｃが地面Ｊに当接して更にインナーポ
スト４７ｂがアウターポスト４７ａに対して伸長動しても、パッドベース４７ｃには地面
Ｊからの垂直方向成分のみを有した接地反力しか受けないので、パッドベース４７ｃが地
面Ｊ上をずれることはない。このため、ずれによる音の発生や地面Ｊの損傷を防止するこ
とができる。
【００２８】
また、作業者（図示せず）は、図１に示すように、ブーム操作装置６３の操作レバー６３
ａを操作して前ジャッキ４０を操作すると同時に後ジャッキ６０を操作する。ブーム操作
装置６３により後ジャッキ６０が操作されると、アウトリガビーム（図示せず）が車両の
左右方向外側へ伸長動して第２ジャッキ６１を車両外側へ移動させる。そして、第２ジャ
ッキ６１が所望の位置にくるとアウトリガビームの伸長動を停止させ、第２ジャッキ６１
を下方へ伸長動させてパッドベース６１ａを下方へ移動させる。パッドベース６１ａが地
面Ｊに接地し、更に第２ジャッキ６１が更に下方へ所定長まで伸長動すると、後ジャッキ
６０により車両の後側が持ち上げ支持され、後輪９が地面Ｊから浮上した状態となる。そ
の結果、車両は前ジャッキ４０及び後ジャッキ６０により水平状態で持ち上げ支持され、
ジャッキ張出作業が終了する。
【００２９】
尚、図３（ｂ）に示すように、ジャッキ張出作業において、前ジャッキ４０の張出位置は
ジャッキポスト４３の回動中心Ｐ１を通る回動中心軸線の位置よりも車両前側に距離Ｘだ
けずれた位置にあるので、前ジャッキ４０の張出位置がジャッキポスト４３の回動中心軸
線の位置と車両の前後方向において同じ位置である場合と比較して、前ジャッキ４０の張
出位置と図１（ｂ）に示す後ジャッキ６０の張出位置間のスパンを長くすることができ、
車両の前後方向に対する車両の安定性をより増加させることができる。
【００３０】
さて、前述した実施の形態では、図１（ｂ）に示すように、後ジャッキ６０の第２ジャッ
キ６１は車両の前後方向に対して直角方向に張り出すように構成した例を示したが、これ
に限るものではなく、後ジャッキ６０も前ジャッキ４０と同様の構成として第２ジャッキ
６１の張り方向を車両斜め後方側になるようにしてもよい。このように、後ジャッキ６０
の張出方向を車両斜め後方にすることで、前ジャッキ４０の張出位置と後ジャッキ６０の
張出位置間のスパンをより長くすることができ、車両の前後方向に対する車両の安定性を
更に増加させることができ、特に、前後方向の長さが短い小型の高所作業車では、車両の
前後方向に対する車両の安定性を確実にすることができる。
【００３１】
また、前述した実施の形態では、図３に示すように、前ジャッキ４０を格納位置と張出位
置間で移動させる移動手段として、ジャッキポスト４３を回動中心として旋回動させる例
を示したが、これに限るものではなく、図４から図６に示す移動手段で構成してもよい。
即ち、図４に示す移動手段７０は、同図（ａ）に示すように、サブフレーム１９の側部に
取り付けられて上方へ延びる支持部材７１と、支持部材７１の外側壁面の下部に取り付け
られた第１ガイド部材７２と、上下方向に延びる第１ジャッキ４７のアウターポスト４７
ａの内側下端部に取り付けられた第２ガイド部材７３と、支持部材７１とアウターポスト
４７ａ間に取り付けられたリンク機構７５とを有して構成してもよい。
【００３２】
リンク機構７５は、先端が支持部材７１の外側上面に枢結され、下端が第２ガイド部材７
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３に上下方向に移動可能に係合した第１リンク部材７５ａと、先端がアウターポスト４７
ａの内側先端部に枢結され、下端が第１ガイド部材７２に上下方向に移動可能に係合して
中央部において第１リンク部材７５ａの中央部と回動可能に連結した第２リンク部材７５
ｂと、第１リンク部材７５ａの先端部にロッド側端部が枢結され、ボトム側端部が支持部
材７１に枢結されてリンク機構７５を左右方向に伸縮動させる張出シリンダ７６とを有し
て構成する。この移動手段７０によれば、図４（ｂ）に示すように、張出シリンダ７６が
伸長動すると、第１リンク部材７５ａ及び第２リンク部材７５ｂの下端部が第１ガイド部
材７２及び第２ガイド部材７３に沿って上方へ移動してリンク機構７５を左右方向外側へ
伸長動させる。その結果、第１ジャッキ４７を燃料タンク１５よりも外側の張出位置に移
動させることができ、張出位置でインナーポスト４７ｂを下方へ伸長動させることで車両
を持ち上げ支持することができる。
【００３３】
また、図５に示す移動手段８０は、同図（ａ）に示すように、サブフレーム１９の側部に
取り付けられて水平方向外側へ延びる支持部材８１と、水平方向に延びた状態の第１ジャ
ッキ４７におけるアウターポスト４７ａの下端部に取り付けられて下方へ延びる第３リン
ク部材８２と、アウターポスト４７ａの中間部にロッド側端部が枢結され、ボトム側端部
がサブフレーム１９に枢結された張出シリンダ７６とを有して構成する。第１ジャッキ４
７は水平状態で車両内側に格納され、この状態で張出シリンダ７６が伸長動すると、図５
（ｂ）に示すように、第３リンク部材８２と支持部材８１との枢結位置を回動中心として
第１ジャッキ４７が起立状態となって車両の外側の張出位置に移動する。このように、張
出シリンダ７６が伸縮動することで、第１ジャッキ４７を格納位置及び張出位置間で移動
させることができる。
【００３４】
また、図６に示す移動手段９０は、同図（ａ）に示すように、サブフレーム１９の側部に
取り付けられて車両左右方向外側へ突設された支持部材９１と、垂直方向に延びた状態の
第１ジャッキ４７におけるアウターポスト４７ａの中間部及び支持部材９１の先端下端部
に枢結された第３リンク部材８２と、支持部材９１の上端部に一端が枢結され他端がアウ
ターポスト４７ａの上端部から水平方向に突出する突出部９４に枢結された第４リンク部
材９２と、第３リンク部材８２の先端部にロッド側端部が枢結され、ボトム側端部が支持
部材９１に枢結された張出シリンダ７６とを有して構成する。張出シリンダ７６が伸長動
すると、図６（ｂ）に示すように、第１ジャッキ４７が垂直状態に維持されたままで第４
リンク部材９２と第３リンク部材８２が揺動し、第１ジャッキ４７が格納位置から張出位
置に移動する。このように、張出シリンダ７６を伸長動させることで、第１ジャッキ４７
を張出位置に移動させることができる。
【００３５】
尚、図４から図６に示した移動手段７０、８０、９０は、車両前後方向に対して垂直の車
両左右方向に第１ジャッキ４７を移動させる構成を示したが、第１ジャッキ４７が車両の
前側に取り付けられている場合には、第１ジャッキ４７の張出方向を平面視において斜め
前方側とし、また第１ジャッキ４７が車両の後側に取り付けられている場合には第１ジャ
ッキ４７の張出方向を平面視において斜め後方側とするようしてもよい。
【００３６】
また、図７に示すように、前ジャッキ４０としてアウトリガジャッキ９６を車両に搭載す
ることができる。アウトリガジャッキ９６はサブフレーム１９の前端部に車両左右方向に
延びた状態で取り付けられて伸縮動可能なアウトリガビーム９６ａと、アウトリガビーム
９６ａの先端に垂直方向に取り付けられた第１ジャッキ４７とを有して構成されている。
アウトリガジャッキ９６は、図７（ａ）に示すように、アウトリガビーム９６ａ及び第１
ジャッキ４７が全縮状態になると、第１ジャッキ４７の下端が燃料ガスタンク１５，１６
の上方位置に移動して格納される。この状態からアウトリガジャッキ９６を張り出すには
、図７（ｂ）に示すように、アウトリガビーム９６ａを伸長動させて第１ジャッキ４７ａ
を張出位置に移動させた後に、図７（ｃ）に示すように、第１ジャッキ４７を下方へ伸長
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動させてその先端を接地させる。
【００３７】
また、アウトリガビーム９６ａが張り出された状態から車両に格納させるには、第１ジャ
ッキ４７を全縮状態にさせた後にアウトリガビーム９６ａを縮小動させて第１ジャッキ４
７ａを燃料ガスタンク１５，１６の上方位置に移動させる。
【００３８】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明における作業用車両によれば、前後方向に延びる
の左右方向における少なくとも一方の側面に燃料タンク等の機器類を装着し、機器類より
も上方で且つ車両の左右方向内側の格納位置と車両の左右方向外側の張出位置間を移動自
在であって、縮小状態で格納位置に移動可能で張出位置において下方に伸長可能となるジ
ャッキを車両 に取り付けることで、機器類の大きさが大きくなって機器類よ
りも車両前側にジャッキを設置する場所が無くても、ジャッキを機器類よりも上方位置に
配設することで、車両前側にジャッキを取り付けることができる。その結果、機器類の大
きさを小さくしたり他の場所に移設しなくてもよく、機器類の大きさを小さくすることに
よる車両の商品価値の低下を防止することができ、機器類を移設することにより発生する
新たな作業を無くすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態における高所作業車を示し、同図（ａ）は高所作業車の平
面図であり、同図（ｂ）は高所作業車の正面図である。
【図２】本発明の一実施の形態における高所作業車のベースとなるトラック車両を示し、
同図（ａ）はトラック車両の平面図であり、同図（ｂ）はトラック車両の正面図である。
【図３】本発明の一実施の形態における前ジャッキを示し、同図（ａ）は前ジャッキの斜
視図であり、同図（ｂ）は前ジャッキの平面図である。
【図４】本発明の一実施の形態における前ジャッキの移動手段を示す。
【図５】本発明の一実施の形態における前ジャッキの移動手段を示す。
【図６】本発明の一実施の形態における前ジャッキの移動手段を示す。
【図７】本発明の一実施の形態における前ジャッキを示す。
【符号の説明】
１　高所作業車（作業用車両）
３　トラック車両（車両）
５　シャシフレーム
１５　燃料ガスタンク（機器類）
４０　前ジャッキ（ジャッキ）
４３　ジャッキポスト
５０　リンク部材等（ジャッキ移動手段）
Ｂ　バッテリ（機器類）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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